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研究成果の概要（和文）：濾胞ヘルパーT細胞(Tfh細胞）は、全身性エリテマトーデス (SLE)の発症に関与して
いることが報告されている。近年、ヘリックスループヘリックスファミリーであるAscl2がTfh細分化に重要であ
ることが示されたが、SLE発症時のTfh細胞の分化にAscl2が重要であるか否かについては不明だった。今回、CD4
陽性T細胞特異的Ascl2欠損マウスにイミキモド誘発性ループスを惹起し、Tfh細胞の分化を解析したところ、コ
ントロールマウスに比してTfh細胞分化が障害されていた。以上よりAscl2がSLE発症時のTfh細胞分化に重要な役
割を果たしていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：It has been well known that follicular helper T cells (Tfh cells), a subset 
of CD4 T cells, are involved in the pathogenesis of systemic lupus erythematosus (SLE). In addition,
 achaete-scute homologue 2 (Ascl2), a basic-helix-loop-helix family member protein, plays an 
important role in Tfh cell development. However, roles of Ascl2 in Tfh cell development in SLE has 
been undetermined. In this study, I examined Tfh cell development in a imiquimod-induced lupus model
 using CD4-specific Ascl2-deficient mice. The number of Tfh cells was decreased in  CD4-specific 
Ascl2-deficient mice as compared with that in control mice. Moreover, expression of CXCR5 and PD-1 
on Tfh cells were decreased in CD4-specific Ascl2-deficient mice as compared with that in control 
mice. These results suggest that Ascl2 plays an important role in Tfh cell development in SLE. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
濾胞ヘルパーT細胞(Tfh細胞）は、リンパ節胚中心においてB細胞が抗原高親和性の抗体を産生するのに必須な
CD4陽性T細胞のサブタイプであり、全身性エリテマトーデス(SLE)などの自己免疫疾患の発症にも関与している
ことが報告されている。近年、ヘリックスループヘリックスファミリーであるAscl2がTfh細胞分化に重要である
ことが示されたが、自己免疫疾患の発症時におけるTfh細胞の分化にAscl2が重要であるか否かについては不明だ
った。今回の研究でAscl2がSLE発症時のTfh細胞分化に重要な役割を果たしていることが明らかになり、Ascl2が
 SLEの治療ターゲットになりうる可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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